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!璃岐島前の中ノ島および西ノ島
におけるオオゴキブリの記録
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angllstipennis sjJadiclI (Blattaria: Pancs出 iidae)frorn 

Nakanoshima and Nishinoshima， Oki IsIands， Japan 

Abstracf - Larvae of Pane:、thiaanguslipennis spadica 

(Shiraki， 1906) (Blattaria: Panesthiidae) are recorded from 

Nakanoshirna and Nishinoshima， Oki Islands， Japan. In this 

report， P. angustipennis spadica is f1rstly recorded from 

Nakanoshima 

隠岐局前の中ノ島および商ノ島においてオオゴキブリ

Panesthia angustipennis spadica (Shiraki， 1906) (Fig. 1)を採

集しているので報告する。隠岐諸島における本種の記録

は比較的多く，これまでに島後(朝比五そ， 1988，1991;ILI 

内・足立， 2003)と西ノ島(朝比奈， 1988，1991;Furukawa， 

図1隠岐島前産オオゴキブリの幼虫(左西ノ島産，右中

ノ島菱浦康)

Fig. 1. Nymphs of Pan目的lClangustψennis spadica from the Oki 

Islands. Le此 Nishinoshima.Right: Hishiura， Nakanoshima 

1941";木村， 1939)から報告されている。しかし，中ノ島

からの記録はみられず，今回報告する個体が向島初記録

となる。

採集記録は以下の通りである。

i幼虫，中ノ応，菱浦、 2003年 7月 16円

i幼虫，中ノ島，隠岐神社， 2003年 7月 16日

I幼虫，西ノ島，焼火神社， 2003年 7月 17日

!穏岐神社産の俗体は朽木中で発見されたものであるが，

菱浦および焼火神社産の佃休は路上を俳御していたもの

である。

日本産のオオゴキブリは 2亜種に分類されており，亜

種 Pangustipennis spadicaは本州(青森県以南)から九

州にいたる本土域のほか，佐渡， I寝岐，壱岐，対応，五

島中i白島に分布し，亜種 Pangustip叩 I1lSy{，り吋叩lensls

Asahina， 1988は石垣島とi&表島に分布する(朝比奈，

1988，1991)。今同得られた個体にはrlr胸背板に明隙な紋

が形成されず，さらにその他の形態的特徴も記載(朝比

奈， 1988， 1991)と 致することから甲子種 Pangust伊enl1ls

spadicaとして同定した。
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1) Furllkawa (1941)では本種の採集地として知夫担島県木美田

という地名が記されているが，正しくは西ノ島黒木美田であ

る。
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